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政 務 活 動 （ 会 派 視 察 ） 報 告 書

報告者 創政・公明クラブ

会長 山 口 健 一

１ 活動の種類

□調査研究 □研修 □広報 □広聴 □要請・陳情

□会議 □資料作成 □資料購入 □人件費 □事務所費

□その他活動（ ）

２ 活動期間

平成 28 年 11 月 21 日（月）から 11 月 22 日（火）まで

３ 参加議員

山口健一、下川原光昭、二子賢一、桑田鉄男、八重櫻友夫、下舘祥二

４ 活動目的及び内容

○台風 10 号災害に係る被災者支援のあり方について

当市議会が議会改革支援をいただく早稲田大学マニフェスト研究所より、

中村健事務局長、佐藤淳研究員が災害ボランティアとして来訪された際、創

政・公明クラブでは中村氏に桑田議員、八重櫻議員、下舘議員が同行、佐藤

氏に二子議員、桑田議員、八重櫻議員が同行し、９月 21、22 日の両日ボラ

ンティア活動に参加した。

特に、22 日は佐藤先生のほか青森中央学院大学の学生７名も来訪・参加

し、大川目町滝地区の河川ガードレール周辺の災害ゴミの撤去を終えた。

休憩中には、学生の方々から被災現場を初めて目にした感想や、災害復旧

にかかる行政や議会の対応について意見を交わす場面もあった。

これらを踏まえ、佐藤先生はじめ参加学生から改めて、ボランティア経

験者また地域外若者の視点から感想・意見をヒアリングし、今後の外部支

援の求め方や地域防災における若者参加等の課題について調査研究する。

ü



５ 視察の成果（リポート）

○台風 10 号災害に係る被災者支援のあり方について

青森中央学院大学佐藤研究室にて佐藤先生及び学生５名出席のもと、災

害ボランティアを経験して気が付いたことや問題点、また議会や政治に対

しどのようなイメージを持っているか等について意見交換を行いました。

学生の中には今春卒業し社会人になる方もおり、議員になることも選択

肢の一つであると話す学生もいました。議会や議員と接することで議会の

重要性も分かってきたと話していました。

意見交換後には懇親会を開催し、慰労をかねて親しく懇談しました。

たった一日の研修でしたが、学生たちと交流を持つことは、いろいろな

面で私たち議員にも刺激になり、今後も交流していくことが重要ではない

かと思いました。


